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This study was driven by the awareness of the problem that the mutual understanding between 
seniors and children who are responsible for the next generation should be promoted from the 
structured perspective of human-rights education in the society where a population is aging at 
speeds without parallel in the world. By reviewing the current situation of human-rights education, 
it was found that the understanding of active seniors is missing from the learning contents 
regarding seniors at school. This paper reports the summary of the findings from the study of 537 
seniors between 58 and 100 years of age (229 male and 308 female; average age: 71.6) to obtain the 
basic data necessary to promote the multidimensional understanding of active seniors. It was 
suggested that the respondents of this survey were very active since they maintained the long term 
of employment which resulted in less economic instability. Meanwhile, the result from the study of 
giving and receiving of help showed the effect of traditional gender role. The rating of sexual 
behavior of seniors was low due to the small number of question items.   
 






























発の推進に関する法律（平成 12 年法律第 147 号＝「人権教育・啓発推進法」）（第 2 条）」を指す。 
人権教育は,世界的規模で実現されるべきものとしてこれまで国際連合では,Table1 の示す経年の取り組
みを行っている。 
Table1 ＜ 国連による人権教育の主な取り組み ＞ 
1993           世界人権会議 ウィーン宣言及び行動計画 
1995～2004   人権教育のための国連 10 年 
2005～2009   人権教育のための世界プログラム 第１段階 
重点領域「初等・中等教育」, 
2005～2014   国連持続可能な開発のための教育（ESD）の 10 年 
2008～2009   人権学習の国際年（2008 年 12 月 10 日から 1 年間） 
2010～2014   人権教育のための世界プログラム 第 2 段階 
重点領域「教員・教育者,公務員,法執行官,軍関係者」 
2011           人権教育および研修に関する国連宣言 
2015～2019   人権教育のための世界プログラム 第 3 段階 

































































Table 2  総合学習における高齢者理解のための主なテーマ―と内容 
授業テーマ 主な指導内容 





























Caspi A.,1987)があり身体機能についても 1992年時点での高齢者の歩行速度に比べて 2002年の高齢者
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 の歩行速度は速くなっており男女とも 11 歳若返っているとの研究成果(鈴木ら,2006)がある。 
また,2030年時点では約8割の高齢者は介護不要で自立的に暮らしているという予測もなされている(総










具体的に高齢化社会の現状をみると日本の 65 歳以上の高齢者人口は 3384 万人（平成 27 年 9 月 15
日現在推計）で,総人口に占める割合は 26.7％となり人口,割合共に過去最高となった(総務省,2016)。年
齢階級別にみでは,70歳以上人口は2415万人で,75歳以上人口は1637万人となり,80歳以上人でも1002
万人,初めて 1000 万人を超えたとされている。「人生第４期」(The Fourth Age)と呼ばれる 75 歳以上の






人生 50 年時代と人生 90 年時代の生き方は超高齢社会における我々の課題は大きく分けて２つある。 
























調査方法および調査対象者 2014 年 4 月～2015 年 8 月に大阪府北部に所在するシニア活動団体４団
体の協力を得て,シニア教室等学習会場への来場者および三重県北部の高齢者活動団体への調査協力に
より 1200 名に質問紙と返信用封筒を配布し,自宅にて記入後,匿名にて返信を求めた。 
シニアのライフスタイル学習会に参加した男女 537 名(男性 229 名, 女 308 名, 平均年齢 71.6 歳 標




F1. 性別 F2. あなたの年齢 F3. 同居しているご家族の人数 F4.最終学歴 F5.これまでの勤続年
数 F6.現在就労状況 F7.過去の勤めあるいは現在の勤について職業の内容 F8.現在お勤めでない人の
就労意向。 
心理社会的質問 


























日常生活動作能力検査（Instrumental ADL ; IADL）の質問項目と「17.近隣の人とあいさつを交わす」
「18.自分に助けが必要な理由を説明する」といった同様の文脈における援助授受に関する質問項目を加




































Table3 調査対象者の年齢分布 Table 4 学歴 
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トナーだけとした回答が 273 名（全体の 51％)あり,次いでその他を除いては御一人での居住が 87 名（全
体の 16％)であった。 
また,学歴(短大・専門学校+大学+大学院＝324 名全体の 60％),就労経験は,30 年以上と 40 年以上を合
わせると 344 名（全体の 64％)となり職務内容（専門技術職と管理職,事務職合わせて 381 名全体の 76％）





シニアの心理社会的傾向を詳細に理解するため全質問項目の全体の平均・SD と t 検定による性差の

































自己評価 Table11 自己愛傾向 Table12 では,男性が女性よりも有意に高い得点を示している。 
小塩（1998）は,自己愛傾向の特徴である「優越感・有能感」や「自己主張」,「指導力のある」や「自
己主張のできる」は伝統的男性性役割と類似していることが一因であるとしており,その指摘と符合する。   
女性が男性より低得点であることについても,これらの項目の示す価値観が伝統的女性性役割と齟齬






































































































作』（＝ IADL（ Instrumental Activity of 
Daily Living））で趣味のための活動を行う
手段に関する動を加えて評価する尺度であ
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